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問
題
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
か
ら

始
ま
る
。

新
約
聖
書
に
よ
る
と
、
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
は
聖
霊
に
よ
っ
て
聖
母
マ
リ
ア

か
ら
生
ま
れ
、
父
な
る
神
の
子
（
御
一
言
・

ロ
ゴ
ス
）
と
し
て
そ
の
御
旨
に
従
い
、

す
べ
て
の
人
が
汚
染
さ
れ
て
い
る
原
罪

か
ら
の
解
放
の
た
め
、
購
罪
と
し
て
十

字
架
上
で
命
を
さ
さ
げ
た
と
さ
れ
る
。

そ
の
場
合
、
父
な
る
神
と
子
な
る
イ

エ
ス
と
の
関
係
は
ど
う
な
の
か
が
ま
ず

問
題
と
な
る
。
そ
う
し
た
キ
リ
ス
ト
教

独
自
の
最
初
の
疑
問
に
応
え
よ
う
と
思

索
を
重
ね
た
人
々
が
ギ
リ
シ
ア
教
父
で

あ
っ
た
。
彼
ら
は
信
仰
に
厚
く
、
か
っ

ギ
リ
シ
ア
哲
学
の
教
養
を
も
か
ね
そ
な

え
た
最
初
の
キ
リ
ス
ト
教
神
学
者
・
知

識
人
で
あ
っ
た
。

土
橋
氏
に
よ
る
と
彼
ら
は
、
ユ
ダ
ヤ

教
に
対
し
「
父
な
る
神
と
異
な
る
〈
子

な
る
神
〉
の
実
在
性
を
擁
護
し
」
、
同

時
に
「
ギ
リ
シ
ア
人
や
エ
ジ
プ
ト
人
な

ど
の
多
神
教
徒
」
に
対
し
て
は
「
一
な

る
神
」
を
主
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
こ
の
父
一
と
子
の
同
一
性
を
、
同

一
本
質
（
ホ
モ
ウi
シ
ア
）
と
い
う
ギ
リ

シ
ア
哲
学
の
概
念
を
用
い
て
明
確
に
宣

言
し
た
の
が
ニ
カ
イ
ア
公
会
議
（
三
二

五
年
）
で
あ
っ
た
。

次
に
父
か
ら
子
を
通
し
て
発
出
す
る

聖
霊
の
位
置
づ
け
が
問
題
と
な
っ
た
。

こ
の
聖
霊
も
加
え
三
位
一
体
論
が
仕
上

げ
ら
れ
て
い
っ
た
。

西
方
で
は
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
が
三

位
一
体
論
を
思
索
し
て
提
示
し
た
。
彼

の
一
二
一
論
は
、
東
方
が
父
↓
子
↓
聖
霊

と
い
う
垂
直
的
方
位
を
示
し
、
父
の
至

高
の
神
秘
性
を
際
立
た
せ
る
の
に
対
し
、

ま
ず
人
間
の
精
神
の
働
き
に
注
目
し
、

精
神
が
働
く
時
、
一
言
（
概
念
）
を
生
み
、

そ
の
言
が
再
び
精
神
を
志
向
し
愛
し
回

帰
す
る
構
造
か
ら
、
ア
ナ
ロ
ギ
ア
的
に

生
む
父
（
不
出
生
）
と
生
ま
れ
る
子
（
出

生
）
の
関
係
を
結
ぶ
幹
、
す
な
わ
ち
愛

と
し
て
聖
霊
を
説
明
し
た
。
そ
こ
か
ら

父
i

子
i

聖
霊
の
い
わ
ば
円
環
的
関
係

が
強
調
さ
れ
、
人
間
論
的
に
わ
か
り
や

す
い
ゴ
二
論
と
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら

父
の
東
方
的
神
秘
牲
が
後
退
し
て
い
る
。

土
橋
氏
は
以
上
の
三
位
一
体
論
教
義

の
展
開
と
完
成
を
本
書
に
お
い
て
図
版

や
図
表
を
加
え
て
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
て
い
る
。
そ
の
構
図
は
、
第
一
章
が

三
位
一
体
の
聖
書
的
起
源
を
、
第
二
章

が
キ
リ
ス
ト
の
神
性
を
め
ぐ
る
ユ
ス
テ

ィ
ノ
ス
、
オ
リ
ゲ
ネ
ス
な
ど
の
議
論
の

始
ま
り
を
、
第
三
章
、
が
ア
レ
イ
オ
ス
的

異
端
と
ニ
カ
イ
ア
公
会
議
を
、
第
四
章

が
ニ
ユ
ツ
サ
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
ス
（
四
世

紀
）
な
ど
に
よ
る
教
義
理
解
の
深
ま
り

を
、
第
五
章
が
三
位
一
体
論
教
義
の
完

成
を
、
第
六
章
が
西
方
ラ
テ
ン
世
界
に

お
け
る
展
開
を
、
終
章
が
一O
五
四
年

の
東
西
教
会
の
大
分
裂
（
シ
ス
マ
）
を

各
々
扱
っ
て
い
る
。

本
書
が
刊
行
さ
れ
た
こO
二
五
年
に
、

ニ
カ
イ
ア
公
会
議
一
七O
O
周
年
、
日

本
の
東
方
キ
リ
ス
ト
教
、
学
ム
一
品
の
二
五
周

年
を
迎
え
る
こ
と
は
、
不
思
議
な
摂
理

の
内
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
み
や
も
と
・
ひ
き
お
）
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